
 

 

 

 

 

■ 交通安全講習会を開催  

 交通防犯部会は 10月 22日、20名の会場参加者と、

芳工連では初の取組となりましたWebでの参加者64名

の計 84名の参加のもと交通安全講習会を開催しました。 

開会にあたり川崎章交通防犯部会長から「一昨年は芳賀

町が栃木県内で事故による死亡率ワースト 1 位となり、

見目町長から緊急非常事態宣言が出されました。同年９月

以降、不幸な事故は発生しておらず、今日まで死亡事故

『０』が 767日継続されております。これからも継続で

きますよう安全運転へのご協力を宜しくお願い致します。 

芳工連では会員企業の皆様方の相互の連携を深めるとともに、芳賀地区で働く方々や地域に暮ら

す方々が『安心で安全』に過ごせる環境整備のために、毎年、芳賀町、県、警察関係など官公庁に

対して各種陳情を行っております。その中で、交通防犯部会の活動としましては、春と秋の交通安

全運動での立哨並びに芳賀地区周辺の交通環境に対し、信号機の調整や道路の危険個所などの改善

要望を行っております。また、本日の講習会も交通安全啓発活動の一環として実施しております。 

今年はコロナ禍の影響もあり、栃木県の交通事故の件数は昨年に比べ少なくなっておりますが、

６月以降の事故の推移を見ますと同等か例年に近い件数の事故が発生しております。これから年末

にかけましては、例年事故は増加傾向となっておりますので、コロナ禍でも油断することなく、本

日の講習会の内容をご参考に、ご自身は元より、ご家族や職場の方々にも共有していただき、地域

全体で交通安全啓発をしていただければ幸いです」などと挨拶がありました。 

■ 鈴木敦基真岡警察署交通課長による講話の要旨  

交通事故を起こすと不利益ばかりで、何一つ良いこと

はない。事故は過失＝ミスから。ミスを起こさないため

に、運転前は余裕を持って行動し、運転時は考え事など

せずに運転に全集中してほしい。 

◆ 交通事故の特徴と対策 

出会い頭による事故が 28％、追突（わき見、ぼんや

り運転）による事故が 27％で、この２つで例年約 6割

を占めています。右左折時の事故が 13％と増えてお

り、右折と直進との事故が多い状況。また、その他９％

は駐車場内での事故が増えており、特に混んでいるスー

パーマーケット等では十分注意してほしい。 
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◆ ハイビームの活用 

夜間、街灯の少ない場所では歩行者や自転車が見え難く、特に右側から横断してくる歩行者の

発見が遅くなります。対応としては基本ハイビームで走行し、対向車が来た際はロービームに切

り替え、歩行者等の早期発見を心掛けることが大切です。 

◆ 信号機のない横断歩道での一時停止 

信号機の無い横断歩道を歩行者が渡ろうとしている時は、車両は止まらなければ横断歩行者妨

害違反となります（反則金等あり）。栃木県は信号機のない横断歩道で『止まってくれない』県

として一昨年は全国ワースト 1位、昨年は 29位、今年は 36位でした。県では今後も広報や取

締りなどにより、県民の意識を高める取組を継続していくとのことです。 

 

 

 

 

◆ 田園型（芳賀型）事故について  

見通しの良い田園地帯の交差点で、出会い頭に衝突する事故が後を絶ちません。主な原因は

①コリジョンコース現象、②車両の死角、③錯覚による心理的落とし穴の３点です。 

①は人間の視覚が影響しており、物の形や色までは

っきり識別できるのは左右 35度程度の狭い範囲で、

それ以外の範囲「周辺視」では動かないものは認識し

にくい特性があるため、交差点に同じ速度で進行して

くると、周辺視の中では風景に溶け込み動いていない

ように見えてしまい、直前までお互いを発見できず、

衝突してしまいます＜図１・図２＞。 

➡見通しの良い道路では、意識して顔を左右に向け、

見落としがちな「周辺視」の範囲に注意を向けましょ

う！ 

②は自動車にはルーフ(天板)を支えるピラー(柱)が

あり、同じ速度で交差点に進行する場合、相手の車が

ピラーの死角の中に入り込んでしまい直前までお互い

を発見できず、衝突してしまいます＜図２＞。 

➡少し頭を前後に動かして、ピラーの死角に入り込ん

でいる車両を発見しましょう！ 

③は錯覚による心理的落とし穴で、交差道路の幅が

狭く見えるため、自分が通っている道路が優先だと思

い込んでしまい、相手は止まってくれるだろうと考えてしまう（相手も同じように優先意識を感

じているはずで）心理的な落とし穴です。 

➡十分に原則して、路面標示や周囲の状況、相手車両の動きをよく確認しましょう。譲り合いの

気持ちで事故防止！ 

講話の後、DVD映像により再度確認をし、最後に鈴木交通課長から「交通事故の怖さを再認

識していただくとともに、講習内容を各事業場に持ち帰っていただき、交通安全啓発活動の一助

として活用していただきたい」とのお願いがありました。 

栃木県の信号機のない横断

歩道での車の一時停止率 

2018年 2019年 2020年 

0.9% 13.2% 14.2% 

全国平均 8.6% 17.1% 21.3% 
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■ 若手研修会 ～ブラッシュアップセミナー～  

総務企画部会主催の若手研修会を１０月 15日に開催

しました。９社から入社して数年以内の若手社員 16名

が参加しました。研修会は、それぞれのポジションで求

められる基礎的な知識、折衝力、管理能力などのスキル

を高め、会社の中心的役割を果たすことのできる人材の

育成を目的にしています。 

研修は、業務の忙しさの中で忘れがちな CS概念、 

ビジネストークのテクニック、段取りのよい命令の受け

方、報告の仕方など実践的なテーマで行われました。    

研修後の受講者アンケートには「自分の考えを押し

つけるのではなく、お客様のニーズ・タイプによっ

て、提案やサービスを提供していきたい」、「グループ

ワークでは、多数決ではなく、全員が納得した答えを

出さなければならなかったため、話し合いがとても難

しかった」、「言われたことをただやるのではなく、納

得して仕事することの大切さを再認識した」などの記

述があり、気づきの一端を聞くことができました。 

さらに、「ビジネストークをしっかり身に付け、相手のタイプに合わせた報告、説明に心がけ、

人間関係の向上を実践」、「相手のタイプを見極めた対話の実践」、「信頼を高めるため、業務・知

識・技術・対応力の向上を実践」などの決意表明もありました。 

菊地講師は、受講者は慣れてきたら活発に発言され、今後が楽しみと感想を述べていました。

参加された皆様が、決意を新たに次のステージに立って活躍されることを期待します。 
  

■ 第３回 クリーン作戦で団地内を一掃  

 環境整備部会は、工業団地に立地する企業様に呼びかけ 10 月 22 日、第 3 回クリーン作戦を

実施し、62社から 2５4名の皆様の参加・協力をいただきました。 

 企業様には普段から落葉集めにご協力をいただいていますが、ケヤキなどの落葉が道路側溝のグ

レーチングを塞ぎ、排水しづらくなっている箇所を重点に清掃を実施していただきました。 

 工業団地内では、一部緑地の雑草除去が施されていない所がありましたが、空き缶、たばこの吸

い殻、買い物袋などの「ポイ捨て」は減っています。これは工業団地に立地する企業様総出の清掃

活動そのものの視覚的な啓発効果や団地内通行者が綺麗なところにはゴミは捨て難いという意識

を抱いたことによる効果と推察しています。企業の皆様のご支援とご協力に感謝を申し上げます。 
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■ 普通救命講習会  

安全衛生部会が主催する第２回普通救命講習会を 10月 29

日、14名の皆様に参加いただき管理センターで開催しました。 

受講生は事前に応急手当ＷＥＢ講習を受講し、発行された受

講証明書を提示して約 30分の実技講習を、１組５人ずつのグ

ループに分かれて順次受講していただきました。        

 実技では訓練用マネキンを使用し、参加者一人ひとりが心肺

蘇生法と AED使用法について実践さながらに訓練しました。   

安全確認、反応確認、119番通報と協力依頼、呼吸確認、胸部

圧迫、人工呼吸の手順で心肺蘇生を行ない、AED が届けば直

ぐに AED を使用し、除細動（電気ショック）を音声メッセー

ジの指示に従って操作します。また、止血の方法、異物の除去についてもご指導いただき、真岡消

防署芳賀分署の皆様に感謝申し上げます。なお、受講されていない方は、次回以降の講習会（12/17、

1/29）に参加されますようお勧めいたします。※貴重な受講枠ですので、当日欠席する場合は事

前に連絡をお願いいたします！ 

■ 管理センター管理組合役員会を開催  

  10月 30日、芳賀町と芳工連によって組織運営する芳賀町

工業団地管理センター管理組合の役員会を開催しました。当

組合は、管理センター及び体育館の運営や施設管理を行うと

ともに、芳工連の活動運営の助長と地域における施設の有効

利用の促進を目的としています。開会にあたり古谷一良組合

長（芳賀町副町長）は「今年は新型コロナウイルス感染症により、ほとんどのイベント等が中止と

なり残念ですが、今後とも責任をもって感染症対応をしてまいります」などと挨拶しました。 

 会議では、上半期の管理運営状況、予算執行状況、工事及び修繕等の内容、会議室及び体育館利

用状況、事業継続計画などについて審議いただきました。感染症対策として会議室等の貸出しを制

限した関係で、利用料収入が前年同期と比べて大きく落ち込んでいる状況です。また、町が下半期

に実施する管理棟（ギャラリーを除く）の空調設備の改修について報告がありました。なお、ＬＲＴ

トランジットセンターについては、バスターミナルを最大限活用する方向で検討中とのことです。 

■ 退会企業のお知らせ  

柳河精機(株)テクニカルセンター様は、令和２年 10月 31日付で芳工連を退会し事務所を閉鎖

いたします。長きにわたり交通防犯部会員としてご活躍いただき、誠にありがとうございました。 

芳工連日誌 

【1１月の予定 】 

11日 初級管理者研修会 

12日 第 2回環境整備部会 

25日 資源ごみ回収日 

25日 安全活動事例発表会 

【１０月の実績 】 

01日 交通安全のぼり旗撤去 

15日 若手研修会 

22日 第 3回クリーン作戦 

22日 交通安全講習会 

28日 資源ごみ回収日 

30日 管理センター管理組合役員会 
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